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『地域づくり計画』って、どんなもの？ ◆趣 旨◆ 登米市は、登米市のまちづくりにおける基本理念や仕組みを明らか

にし、将来にわたる発展を願い、平成24年4月に「登米市まちづくり基本条例」を制定いたしました。 この条例のなかでは、

コミュニティ組織等は、市民一人ひとりの参加又は参画を通じて、地域の資源及び特性を生かしながら、地域が抱える課題

の解決に努めるものとしております。 また、コミュニティ組織等は、地域課題の解決のため、地域の計画づくりに取り組む

よう努めるものとしていることから、市では「地域づ＜り計画」の策定を推進しております。 「地域づくり計画」とは、地域の

課題と目指すべき方向を明らかにし、自分達の手で魅力ある住みよい地域を作るために、地域住民自らが計画づくりの段

階から参加して策定する地域独自の振興計画です。 自分たらの地域はどんな地域なのか、どういう課題があるのか、そ

の課題を解決するためにはどうしたらいいのか、そしてこの後、この地域がどんな地域になって欲しいのか、そのような一

人ひとりの思いを地域のみんなで話し合ってまとめたものが「地域づくり計画」になります。 平成２５年度 登米市コミュニ

ティ組織の内、１０地区の計画策定事業募集があり、浅水として申請したところ、承認されましたので、これからこの事業を

開始いたします。 既に今年３月に住民アンケートを行い、皆様から提出頂きました課題と下記策定委員で、浅水地域を

どのようにしてゆくかの５ヶ年計画を作成致しますが、より多くの方の参加者を募集致します。

希望者は浅水ふれあいセンターへ電話等で連絡をお願いします。

登米市地域づくり計画策定事業の参加者募集！

現 浅水ｺﾐｭﾆﾃｨ委員
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浅水『地域づくり計画策定』委員名簿

月 日 曜日 内　　　　　容 開始時間 ポイント

25日 水 先進地視察　　新潟県柏崎市 6:00～

26日 木 先進地視察　　新潟県柏崎市 ～19:00

８日 金 まちづくりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ① 19:30～ 今回の参加募集

１５日 金 まちづくりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ② 19:30～ 〃

２０日 水 まちづくりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ③ 19:30～ 〃

２２日 金 まちづくりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ④ 19:30～ 〃

２７日 水 まちづくりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ⑤ 19:30～ 〃

9月

１１月



これからの主な事業・行事

９月 １０月１８日（水） 絵手紙教室

１９日（木） そば打ち教室（中級）

２２日（日） 奉仕作業（巻区）

女性講座を開催

９月7日 子ども移動教室は15名が
参加して、仙台市 日本製紙クリネックススタジアム宮城で行われた楽天と日ハムの
試合を観戦いたしました。 教室の目的はプロの野球を観戦することで、一人でも多く
の子どもたちが野球に興味をもってもらい、野球の好きな子どもを増やすことで行って
おります。 更に、浅水小フェニックスにも入って頂くことも期待しています。 当日は
悪天候にも関わらず球場は、ほほ満員でした。 試合は日ハムに３回までに７得点
大量リードで楽勝と思われましたが、後半２点差まで詰め寄られ、はらはらドキドキで
したが、何とか守りきりマジックナンバーを１９となりました。 参加した子供達は、目の前で、
マギー内野手の２４号２ランホームランを打つところを観ることができ、たいへん良かったと感想を話しておりました。

９月１７日 講師先生は吉鷹公久先生により、受講者5名で第6回目の
そば打ち初級教室開催いたしました。 本日は、そばをのす時に均等にする
ことと、そばを切る場合に同じ切り幅にすることを重点に指導していただき
ました。 参加人数が少ないと先生の目が行き届き丁寧に教えて頂きました。

浅水コミュニティまつりは１０月２７日 日曜日に開催です、既に各行政区で演目の検討を行っていると思い
ますが、地域の皆さんで盛り上げて楽しみましょう！ 尚 当日は宮城県知事選挙の投票場が浅水ふれあい

センターから浅水小学校の放課後教室に変更となりますのでよろしくお願いいたします。

２日（水） 男の料理

９日（水） 絵手紙教室

１５日（火） そば打ち教室（初級）

１７日（木） 女性講座

１８日（金） コミュニティ移動研修（巻区）

１９日（土） 親子ふれあい教室

２３日（水） 絵手紙教室

２４日（木） そば打ち教室（中級）

２５日（金） 子育て教室 自主防災

２７日（日） コミュニティまつり

子ども移動教室を開催！

９月１２日 受講者１５名が参加して、講師は登米市消防署東出張所から
３名の職員より、女性講座第５回目を開催しました。今回は、救急講習会で
“心肺蘇生法”を中心に行いました。初めに、東出張所の職員の方から手順
の説明と合わせて、これまでの方法と変わった点についてお話をいただき
ました。その後、３グループに分かれ、全員が通報から処置までの一連の
訓練を行いました。 最後にＡＥＤの操作も全員で行い、ふれあいセンター
に設置してあるＡＥＤの中に備え付けてあるハサ等の中身も確認しました。

◎変更になった点
旧 反応を確認 → １１９番通報とＡＥＤの手配 → 気道確保 → 人工呼吸 → 胸骨圧迫
新 ①反応を確認 → ②１１９番通報とＡＥＤの手配 → ③胸骨圧迫

そば打ち教室（初級）を開催！

小学6年生そば打ち体験を開催！
9月１４日（土） 浅水小学校６学年親子50名と鈴木校長先生/６学年
担任小野寺先生の参加とそば打ち教室の吉鷹公久先生の指導と
羽生康夫氏、羽生雅行氏のサポートをいただきながら、３名づつ
８班に分かれて、各班600ｇのそば打ちを行いました。先生が作業
工程について説明を行い進めていきました。子どもたちは、先生が
そば打ちをどのように行うのか、真剣な眼差しで見ていたためか、
予定時間内に作業を終え昼食は、子どもたちの手作りそばを、父兄の方々と一緒に美味しくいただくことができ初
めてとは、思えないくらい上出来でした。機会があれば又そば打ちをしてみたいと思った子ども達もいたようです。


